
選奨土木遺産認定記念 湯田ダムアーカイブ②

ケーブルクレーンの機械室は右岸側にあり、その基礎部分とクレー
ンのアンカーを固定した箇所が残っています。機械室では、主索
（ワイヤーロープ）の調整やウインチの調整が行われておりました。

ケーブルクレーン機械室基礎跡

ダム右岸斜面

建設当時機械室

拡大写真

機械室基礎

アンカー
固定箇所


